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「楽しい」の先
ふり返って、言葉を探す、深く味わう 校長 Sr. 大山 江理子

学校が再開しました。学校に児童の元気な声が帰ってきました。今年は猛暑の夏でしたが、ご
家族で充実した夏休みを過ごされたことと思います。子どもたちからたくさんのお便りをもらい
ました。暑さに負けずがんばっていることが書いてあったり、色鮮やかなイラストが描いてあっ
たり、とても楽しく読みました。保護者の皆さまからもいただきました。コロナ感染に気を遣い
ながらも、様々な活動ができるように工夫してくださったり、旅行を実現されたご家族もあった
り、ご家庭の思いも伝わってまいりました。ありがとうございました。
これから秋に向かう日々、初等科では皆が健康で学校生活を継続することに努めてまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。
さて、夏休みのできごとについてお子さんたちに感想を聞いたとしたら、どのような言葉が返

ってくるでしょうか。「○○はどうだった？」と問いかけたら、お子さんは「楽しかった！」と答
えてくれるかもしれません。とてもうれしい言葉です。良かった、連れていった甲斐があったと
大人としては感じるところです。しかし、ここで「ああ、良かった」と終わってしまっては残念
です。ぜひ、もう一歩、どんなことが？どんな風に？と尋ねてください。「楽しかった」というの
はお子さんの感じたことの入り口です。その先に、もっと色々なことを感じたり、考えたりして
います。それに耳を傾けて、お子さんが言葉にすることを促してください。つたない言葉かもし
れませんが、お子さんが自分の言葉で語り出すのをゆっくり待ち、受けとめてください。何かを
見て、「かわいい」「きれい」と言っていたら、「そうね」と受けとめながら、ぜひその先を聞い
てください。どこが？どれくらい？何が一番？シンプルな問いでも、問われるとお子さんは言葉
を探して、考えます。他の人とは違う自分の世界を表す言葉を見つけようとします。そうして、
誰でも使っている表現を超えていく、味わいのある言葉が生まれます。ちょっとした問いかけが
お子さんの世界を広げる助けになります。ただし、問い詰め過ぎない心遣いもお願いします。
「ふり返り」は初等科では大切な活動です。ふり返りは、ものごとについて落ち着いてじっく

り考え、見直してみることですが、つまり自分を見つめることです。心に感じたことをどんな言
葉で表せるか、ということでもあるでしょう。シンプルな問いを繰り出すことは、お子さんに丁
寧に耳を傾けることです。お子さんは聴いてもらっているという安心感で深く自分を見つめます。
問いと答えのやりとりで、親子双方がふり返っていることになります。日々の生活で親子の対話
を楽しみながらふり返りを深め、ものごとをじっくり味わうことができたら、家族で語る言葉が
豊かになっていきそうです。

～ 児童の夏の便りから 一部を紹介します ～

新しい時代の教育

―未来を生きる子どもたちと共に― 副校長 中塩 百合
今年も、夏休みにはたくさんのオリジナリティ溢れるお便りをいただき、ありがとうございま

した。１枚１枚のお便りからは、有意義な時間を過ごされたことが伝わり、工夫を凝らした絵に
は子どもたちの夏の思い出が込められていて、自宅の棚に飾って楽しませていただいています。
この夏に経験した様々な出来事が、子どもたちの中で大きく実ることを期待しています。
９月からの学校生活は７月までと同様の体制で、感染対策を徹底しながら充実した学習活動と

なるよう工夫してまいります。見守っていただけますと幸いに存じます。
４月の合同保護者会で、５年生以上を１クラス約３０名、学年を４クラスとする「少人数制」

を進めていくことをお伝えしました。来年度に向けて、この夏休みには５年生の４クラス目とな
る教室の工事を完了しました。算数室１、２と分けて使用してきた教室の
間の壁を取り払い、９月からは１クラスにして６年生の算数室に、第２オ
ープンスペースは５年生の算数室となります。教室については、現在キャ
ンパス全体を見直し、聖心が新しい時代の教育として大切にしていく児童
・生徒同士の学び合いや自ら課題を見つけて主体的に学習に向う姿勢が育
まれる環境整備を「聖心グランドデザイン」として検討しています。形が
整いましたら、保護者の皆様にもご報告いたします。
また、４クラス目となる新クラス名は、ばら、ゆり、きく組に続くクラス名として、新たな花

の名前を募集します。今後生徒会が中心となって皆に呼びかけ、３年生以上が１票を投じ、児童
・生徒の意見も踏まえて今年中に決定する予定です。子どもたちの柔らかな感性で、聖心の歴史
の１ページに刻まれる素敵な名前を是非考えてほしいと思います。
聖心にとって新たなチャレンジですが、変容は飛躍のチャンスでもあります。聖心女子学院の

教育の根幹は変わりませんが、時代と共により良い教育を求めて変化してきました。新たな出発
にも、保護者の皆様のご理解とご協力をいただけるよう、今後も保護者会や聖心だよりなどを通
して随時ご報告してまいります。

【４年校外学習】
不二聖心・御殿場でプログラムに取り組みました

９月の予定 １０月前半の予定

１日（木）９月の会 １日（土）都民の日
（午前授業・3､4限平常授業） ３日（月）１年・転入・編入生保護者会

５日（月）１年・転入・編入生保護者会 面接日① 午前授業
６日（火）～７日（水） ４日（火）面接日② 午前授業

６ゆり 校外学習（清里） ５日（水）面接日③ 午前授業
７日（水）～８日（木） ６日（木）前期終業式

６きく 校外学習（清里） ７日（金）秋休み（みこころ祭）
８日（木）～９日（金） ８日（土）みこころ祭

６ばら 校外学習（清里） 10日（月）スポーツの日
12日（月）～15日（木） 11日（火）後期始業式

１年水泳期間 身体測定・3､4限平常授業
19日（月）敬老の日 防災引き取り訓練（１年生のみ）
22日（木）１～３年遠足
23日（金）秋分の日
29日（木）５限まで授業後下校


